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国
土
交
通
省
が
選
ぶ
２
０
１
７
年
度
「
手
づ
く
り
郷
土
（
ふ

る
さ
と
）
賞
」
に
、
本
寺
地
区
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
を
中

心
に
取
り
組
ん
で
い
る
「『
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
』
等
の
保
全
と
地

域
の
活
性
化
を
目
指
す
活
動
」
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

全
国
で
１９
団
体
、
県
内
で
は
唯
一
の
受
賞
で
、
遺
跡
や
河
川 

な
ど
の
社
会
資
本
を
対
象
に
し
た
、
美
し
い
景
観
の
保
全
、
各 

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
の
都
市
農
村
交 

流
、
荘
園
米
や
南
部
一
郎
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど 

の
地
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
等
の
取
り
組 

み
が
評
価
さ
れ
て
の
嬉
し
い
受
賞
と
な
り 

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、
元
気
な
地
域 

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
今
後
も
活
動
を
継 

続
し
て
い
き
た
い
と
、
思
い
を
強
く
し
ま 

し
た
。 
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今
回
で
１１
回
目
と 

な
っ
た
「
骨
寺
村
荘
園 

中
尊
寺
米
納
め
」
が
、

12
月
１７
日
（
日
）
行

わ
れ
ま
し
た
。 

今
回
も
米
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
を

始
め
、
岩
手
大
学
、
関
係
機
関
、

地
元
の
皆
さ
ん
を
合
わ
せ
て
、
約

百
人
の
隊
列
が
、
午
前
九
時
に
駒

形
根
神
社
を
出
発
し
、
一
路
中
尊

寺
を
目
指
し
ま
し
た
。 

慈
恵
大
師
拝
殿
で
の
安
全
祈

願
、
平
泉
町
役
場
で
の
歓
迎
式
、

ま
た
、
平
泉
町
内
で
の
沿
道
か
ら

の
温
か
い
応
援
を
頂
き
、
一
行
は

正
午
に
中
尊
寺
本
堂
に
到
着
。
故

事
に
倣
い
、
新
米
、
薪
、
南
部
一

郎
か
ぼ
ち
ゃ
を
貢
納
し
ま
し
た
。 

大
長
寿
院
の
菅
原
光
中
住
職

よ
り
労
い
の
お
言
葉
を
頂
き
、
本

堂
内
で
の
お
焼
香
を
終
え
た
参

加
者
は
、
皆
、
達
成
感
と
満
足
感

で
、
清
々
し
い
笑
顔
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。 

 

こ
こ
数
年
来
、
本
寺
で
も
、
猪
に

よ
る
、
田
ん
ぼ
や
農
道
等
を
掘
り
荒

ら
さ
れ
る
な
ど
の
農
作
物
へ
の
被
害

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

１２
月
２４
日
、
一
関 

 
 

 
 

 
 

猟
友
会
の
皆
さ
ん
に 

よ
り
、
本
寺
地
内
の 

猪
の
生
息
の
調
査
が 

行
わ
れ
ま
し
た
。
駆 

除
も
含
め
た
、
早
急 

な
対
策
が
必
要
と
な 

っ
て
い
ま
す
。 

マルシェ＆ワークショップ＆ライブ（８組出演） 


